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第2章　羅本麟生活指導羅究の萌芽鰯をめ

　ぐって

　嘩、萌芽莫解）もつ綾羅

　墨　　綿本麟」の童鎌

　環）年｛驚毒こはいって、餐墾葺と援覇の聡｛系は、特写彗

教畜活嚢やホームルーム、生徒会、クラブ活動な

どの実践が急速に発展する場嚢を舞台にしてあら

われてきた。それは、集獲指導と懸人指導の実践

的な縫係掘握を中心に展駕した。それまではどち

らかというと、海老の幾孫についてはグループ・

ガイダンスでの子どもへの郷疑的蔑憲や「懸人と

して援跡する墜といった表現にみられるように、

指導一集鑛、援跡一懸人という図式があらわれて

いた。教育における懸人と集羅への認識をめぐる

問題の穣欝を通じてではあったが、そのためやや

結i論的に言って、この鋳簸紅来てはじめて薩1者の

内実に関する検討が聾能になる。

　それは、書き導の意纒をめぐってこうした麟式に

どういつだ意練があるのかにつ雛て、教育実践に

霧わる灘の志向がひろがっていったためである。

言い換えれば、捲導や援勘が舞を追求する綴灘の

方法体系であるのか。しかも、なによシタも子ども

の現実の生活や学習に纏わってどういつだ無識や

能力を育てるのかという教育内容的な聡心への高

ま惨毒§あったためである。

　ではこうした背景を示すいくつかの見解につい

て見てみることにする。まず、ガイダンス譲の中

心的覇究者であった沢蟹覆輪1ま以下のように遠べ

ている。

　ヂアメリカのガイダンスの発達にお謬ると溝ご

ように、わが轟でも二十六年ごろまでは、晃童・

生経の分観・診断の技術の藩究・実践に力点がお
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かれていたが、診藪が難i格にできること自体が適

窮な指導方法をもたらすものではないことが、だ

んだん気づかれてきた。正確な診籏は適燐な搭導

方法を考えるための基礎資料として重要なもので

あることは疑いのないことであるが、診藪から甕

ち1こ効果的な芝台療の方言去が導き墨されるまでには

発達していないのが生徒指導の現状であった。そ

こで昭秘二十六年から勧護・跡力の与え方、捲導の

し方についての講究が蕎われるようになった砕楚

ここでは、ガイダンスの実践に携わる教懸・瞬発

者が嚢覚的紅要求しはじめた課題（捲導や援跡の

方法技術の追求の必要性｝を蟻1的にあらわしてい

るゼ21

　それ．以．ヒ1こ大きな1韓渡渉ずある。それ毒ま戦後生活

綴方教育運動の裏糊である。これは農繁発生では

なく、生活指導案銭をめぐる綴入還元主義や技術

中心主義的な捲携を持った戦後新教育難のガイダ

ンス議｝に対する再穣討として起こってきた。教麿

現場での事象としてみると、戦藥の生活綴方教育

運嚢の「再興婆ともいうべき、生活綴方による生

活指導実践であった。舞えば、無蓋成恭の罫塗び

こ学校垂（欝5至年1の鷺行と生活綴方実践が全靉

靆に広がったのは、単に戦蕪の生活綴方教官運動

の再興ではなく戦後教吉のもつ問題点や不満をも

とに鐵発したからである。ただ、独びこ学校遜

の韓行や生活綴方教育運動の復興難がそのまま薮

本鯵生活捲導の鱗芽難であることは塾えない。こ

の点については後達するが、戦後の露本的生活指

導礪究の墨発点であ辱、その本格的な譲議を現実

のものにした影響は事実である。

　5§隼代秘頭の教育現場にお酵る生活綴方運動の

支持のされ方は、生活綴方による生活捲導が「舞

本釣形態のガイダンス」3乏注碁さている点に特

籔がある。それは、すでに全翼的に取｝｝緩みがは

じまった特騨教育活勇による学較や学綴内での子

ども組織づく1）のレベ海を越えて、生活現実と薩

き舎っている子どもを発箆し、子どもの生活や生

活認識を高め、懸籠のある行嚢を生み墨そうとす

る教責活動を還した生活指導であった，53年から

薩隼以鋒、「生活綴方的教畜方法3として遅講化

ま欝聾年6弩

されはごめ穐民間の教育運動の霧海£・朗教育議｝となっ

ていっだ4『。この生活綴方軟膏運動が戦後生活捲

導覆究の萌芽懇を形威するiつの要獲であったと

みるのは、無蒼が懐達しているように襲、戦後買

主教育への懸待と要求が現実との諸矛贋を通して

ぎ譲びこ学校塵を生み懲した点であむ、民主主義

や教育基本法の学習による擾霧釣穣討であったこ

とはおさえておかねばならない。

　健方、載後欝年聡の見直しという反省鰯でもあ

るという見解も強くあった。海後宗臣がいうよう

に「新しい教育は礬水の実嬉に適合しないという

考え方から、これを撹甥する動きが窺われるよう

になった」“爵のは、やや矯総的な諭達ではあるが、

教育隻峯斐全般にかかわる軟泥をとらえている。

　以．とのことから、この「馨水豹」とはおおよそ、

次のようにとらえることができる。

　・その捲導に桂会法則の知識を緩み合わせる力

　　量の形議が実践者に合わさってきたこと、あ

　　るいはその指麟が現われてきたことをさす。

　・子どもの現実と実践ヂ）かみあわせが実践考号

　　イドで碧玉能毒こなってきたことであ鯵、本毒茸究

　　の視座からすれば、詣導枠発見の遷程が嚢覚

　　的に探求され1まじめた点である。

　再議になるが「欝本震雛といった場合、先のガ

イダンス譲の授省にもみられるように、教麟や子

どもの幾代への接近でしがなかった告ガイダンス

論と生活綴方講が、権二姦に運譲麟な交流をおこなっ

ていたとはいえず、綿本的3という糟糠生活や

文で乞状溌を土台とする交流は全くと言っていいほ

ど認められない。わずかに生活指導欝究の系譜の

整礫に止まっている71。ここに生活綴方のヂ復興ま

をもって馨本的生活指導の「薦芽鱗4とストレー

トに華表びつ遵ナることオ§できない美肇密オ｛ある。

②　分暫の視点

　指導と援跡の1難係について、第至章で撮った年1

代時難では外在的な穣擁を達べたが、ここではそ

の終塁在的根遜との聡才っ弩薄縁讐導と援戴｝の関｛系1こお

いて重要になってくる。

　一般にi襲5隼から雄蕊年の欝年舞舞に暮本の生活
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振導には生活綴方をもちいた紳聡づく辱・学綴づ

く辱の生活捲導と、よ鯵包抵的で、カウンセリン

グや集羅指導・総入指導でのテスト・調査といっ

た客観的資1讐の分観にもとづくガイダンス的生活

捲導という2つの濠購嚢を生み鐡したことになるき／。

ところが今舞的な簗艶的遷解ではこの2つ4〉潮流

が対立麟にとらえられていることが少なくない。

しかしこの2つ寿離婁立露勺な立場毒こあったとみると、

搬導と援鐵1の本質的な関係は見えてこない。

　そこで本章ではガイダンス計響やホームルーム

論など主に特舞慈教育活動を中老・とする生葉善指導の

実髭斐の推移と生首雲華蒙方教畜運動を中・£・とする生葉養

指導の実践の雄移、そして子ども集懸や学綴とい

う小集毯礫講に臠する実践の雛移という3つの切

継蓬から邊ってみることにする。それぞれの雛弩

馨から騨らかにしたいことは次の煮である。

　まず、特警！教育盲毒動（ガイダンス…諸鼕鼕、　ホーム

ルーム講／を牢心とする生活癒導の雄移では、一と

意下達灘の飯綻的な姦導が悪心的であるが準えに

鮨導の硬1鬘髭を生み懲すのであるが、方イダンス

計石甕こよる「指導の詩癖イと達が蚕一｛ヒしていくこ

とにいかに講読してきたのかが解弱の難的となる．

これは鷲の視点から躄るとそれまでのガイダンス

譲の乗り越え方ともいえる，，なぜなら、振導の翕

然発生詰み菟畷が基底にあを）、賜らかに隆雰はあ

る薄書、垂髪無毒は教衰毒と子どもとの共1擁を認めるもの

であ1｝、鱗人の差異を認める場合、子ども類互の

レベルのものがその対象になってお軽、実際は教

締と子どもか分離されたところでしかとらえてい

ない問題があった。

　次に生活綴方教曹運嚢を中心とした生活捲導の

雛移では、桂会の発展法則を子ども集懇に導雛て

いくために、捲導が集轡の内濠のものに転髭して

いく必要をいかに還解したのかを探ること繋麟が

ある。この場合、教簾の撰導が子どもを取善卷く

縫会釣影響をいかなる客観的視点によって整獲・

分撰しているのかである。このことは、「蕪本的

　　　　　　　　　　　　　　　　も生活抵導羅究蓬と戦後生活綴方運動の復興でいわ

れるヂ生涯｝糞重導の｛云絞の蓄髪活藩との緊張縫係のな

かでいかに指導と援勘の靉靆が位1窶しているのか

を賜うものである。この点は先の特騎教育活嚢と

縄梯に、教麟と子どもの驚係の縫題に検討課題が

焦点｛とできる。

　そして3つめに、騒隼ごろから本驚酌に導入さ

れてきたグループダイナミックスなどの小集湧遷

識ガの推移；からである。とくにこの3つめの観点1ま、

薦芽鱗を支えた縫合背景1こついての縫心からも縷

説を要する課題である。鷲隼代に指導と援勧の関

係がどうあらわれ、そしてそのイコールの縫孫が

それまでの時鞘と実質麟にどう変｛ヒしてくるのか。

鶴2巷の動鶴から考えることができるのは、鱗人

の差異についての難題と末羅尊霊の翼題、それぞ

れがもつ子ども分観の撹点の検討である。その意

瞭では麟2者に慧連続性があ吾）、そこに依礎でき

る。

　しかし、生活綴方とガイダンス誌それぞれがも

つ難受的な背景慧あ辱ながらも、この欝欝iにどう

の軽こえるのかを問うとその基盤が魏確で隷ない。

この3つめの視点は、そこでこの時難から展鵜さ

れてくる小集懸理論と学校や学綴、子ども集団と

の文髭摩擦や子どもの集態生活や学校・学綴経営

のシステムヘの無窓覚な生活様式のす辱あわせを

畷らかにし、教官現場におけるガイダンス蘇との

ゼ共存」をあま弩開題にしなかった生活綴方の耀

の鶴題をも捲接していくことになろう。以上、そ

のことをふまえて3つの縫係を問う中で、搭導と

援勤の位置を穣請していく。

　「馨本縫まなる生活指導毒牙究の実質を毫孚き圭1カ｛

らせるには、学校教育1こお捗る形態の変化がおこ

なわれたときにあがってくる境場での声を内容的

に分税する必要があると考える。

　さきに遠べたそれぞれの窮陰嚢は、子どもを浮

かび．とオずらせること　（発見｝薄書援麟であ辱、方向

づけることが捲導であるという癖者を癬婦的に独

嚢なものとしてとらえる仮説に基づいている。

「生活を捲導する」といった場合も、盤活指導の

琵多態の変種1σ〉申で子どもを主体とする靉靆による

発見と子どもを対象、客鉢とする指導による形絞

に綾霧できると考えるからである。5§隼代を違ビ

て、子どもの本当の姿に遷ろうと熱意をもってい
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た多くの教嚢慰ことって、捲導や援跡は子どもを探

求する合醤葉とも廼えるものであった。しかし、

実態としては．子どもの見透しや要求を教離が先

取諺することから子ども探求、つま軽子ども発見

のための緩霧1が弱ま1り、指導という翻灘が強くなっ

たのではないだろうか。

2．轄騨教育活動の展雛

患　技術中心からの親友

　すでに、本醗究で第i難としたガイダンス導入

難では、捲導と援臨ま捲導歳立の外在鑢板礎に潜

在乾している文免的続会的背景のうちにもぐ華｝こ

んでお辱、捲導と援跡との穏五爵係において、独

自性をもった上での縫係ではなかったと遽べた。

戦後ガイダンス響議1の導入時鱗からしばらくの露、

教育嶽導にお診る援勧の鮭置み童識｛ヒはこの醗究

と実践の表面的な実態の衰退を契機としてはじまっ

たことを見てきた。そこで慧、教育技術がもとも

ともつ支畿牲をどのように嶽ぐい去っていくのか

という驚題と生活捲導実践が正懸から磨き合って

いかざるをえなかった点を根鎚とした。

　したがってガイダンス譲か嚢1人捲導を幸心にし．

集霧捲導を取1り上げながらもそこにお診る入霧絶

無は教嚢露対子どもの幾孫でしかとらえられていな

かったことによって、実鰹の隻懸釣場藏での入賜

彫絞の彫慧が子ども対子どもの麗係である特需教

蕎活i麩に注§されていったことは趨畷である。

　嫉ま二のことを裏｛オ謬るために、当無寺の包懸垂㌻な

講究絞果を示している教育指導者講習／島sもi綴鸞

鏡醗幾縦iG戯む鍛戯s晦：略麹狸レの醗
究（W（）癒s難。嚢Sも麗鞍盆母茎x建総〉葺『を分凝する。

　鶉年代以降の糊彗教育活動が実践へと§が灘ナ

られるようになって、妓籍主義への幾鵯が欝Fし

によって示されるようになる。まずその捲摘縫所

をあげて譲ビて》くことにする。

　建欝Lは婚銘隼よ辱実旛され、この覆究集録の

蟹頭藻分で「第一霧から第鰹聾までが主として教

書凝疫に対する行政綾織の整騰を韓的としたのに

帰して、第五遜覆第六響は教育の内容の充実を醤

的とし主として教職員の養成と再教畜に対する鑑

i鱒蓉隼6月

置が講Oられたのであるコ㈱と遠べている。この

嬉溌隼の第五獲は戦後の教鳶方法を一定総懸した

上での広が弩が盗む込まれた覇究活動であったこ

とがわかる。

　この集録の中で生活揚導醗究に関わるところが

「教奢指導」の緯およ磯2紛雑分である。この噺

②はともにアメ琴力人コンサ彬タントのウッズ

（Woo達s〉女聖王の指導のもと、講嚢霧として媛誌ま量幾

襲（途中で渡米したためその後で受けて功刀女史、

小出鋤が握当講睡になった．ここでは大学にお

けるガイダンスの諸驚題、各学校及びそれを蕾む

地域縫会のガイダンスの問題、箆童の実地礒究に

臆する捲導手贋書鐸成の3つに識点を集約し、主

として逸議罷録やグループダイナミックスによる

子ども・青隼醸究の方法が帯心になりしかも学校

や地綾での講究体麟や実旛棒麟が主要な麺羅1こあ

る。

　こうした中、次のような興練深い捲摘をしてい

る。「文部省発考量の参琶童の蓬解と書き導（醤蒼季践2蓬年ラ

や中学校・高等学校の生経捲導！繧秘鍵隼／など

をみて騒々の技術は理解綴来ても、それを簾舞に

効率麟に綴織謙癒し、実際の生徒捲導に役立てる

かという段になると、綾羅一貫した方法を擬撰し

にくい」照と違べているのである。

　方イダンスの方法講においては、当時のガイダ

ンスの方法講を考えて、「撫すべての教締を穰頼

して、その綴人差を認め、その長所や能力を最嘉

慶発簿させるようにすること。121過去のガイダン

スサーヴィスがあま弩にも管瑳上の要求から取鯵

上げられてたのを改め、もっと鷺童生捷の立場か

ら之を考え、その議長と発達及び遮慈の薩を重視

すること。③科学麟方法によって大鷺や鴛繋を分

析し客観糞な半彗籔を下すよ・う1こすることは現蕊の嚢

本に緊急必要事である。したがって今後嚢本の青

少隼の発達を灘定しうる各種のテストもつくられ

ねばならない．しかし、それだからと言’って、テ

スト偏重に臨ってはならない。すなわち生徒鮨導

　　　　　みのための獲解覇籔の鞭本的方法は全人的であ辱、

祷纏釣であるべきで、秘学麟方法はこの手がか1）

であることを難らね毒まならない。ゴ幡
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　この集録は、基本的にはアメ婆力のガイダンス

譲の嚢譲と技衛i論を中老・としていた。磯究瞬象と

して鍔ガイダンスi論から教育的指導としてのガイ

ダンス譲への指摘はあるもグ）の、その方法譲的お

よび思懸的転換への示唆は示されていないもので

あった．

121ガイダンス誕麟の反省

　しかしながら、そのあとに続1ナて饑饉された第

§羅教育捲導者講習では、この講習会がどういつ

だスタンスで観究を進めたのか、そしてそれまで

の総捲がどうであったのかという視点から譲ごら

れている。第五羅の集録の羨iみと弩縄梯第6懇の

「教育捲導／21憾を分観してみる。

　この聡ぎしの講書会は、第萎露とくらべて第6

羅になるとその様裾が大きく変銘してくる。

　この養葺究寄書盛暑毒の一定の総毒壽であると見ると、

馨巻誉．1にあるように「本集録を購蔵する三篇の

主題は、それぞれに鑛難な問題である。われわれ

はでき合㌧・や懸軽ものの遅誌や方法で1韓起するわ

けには麟かない．われわれの教育の遷念と方法は、

われわれ自らの努力によって生み懲されてこなく

てはならない。わ養われがもしこのような態度を

とってみるならば安易そうに見える雛っさいの鷺

題がたちまち騰難な穣魏を呈してわれわ蔑の講に

立ち現れるであろう。この講究集録は、このよう

な意1鎌での璽難な問題に、正懸から身を鉄って取

辱緩んだ多くの講究成果からなっている」鷺と述

べて疑る点．そして3カ月におよび22名からなる

共馨鰯葺究者幾の塁避主爵守な講究の手続きや養鍔究上グ）

グん一プワークを通じた民1主主義の｛藝盤｛をめぐる

誌議がなされたことを強調している点鐘注§に絶

する。

　この「緒言」を誓いたのは富坂誓文である。こ

のことからすると、ゼ第6蜜教育者講習会麟究集

録オの「教育指導2」の磯究と執筆にあたっては

客坂の意向が強く反験していると考えられる。ま

た、戻主主義の本質を改めて饑い当時の釈溌を冷

静に受けとめ、今後いかに深めるべきかが本集録

の蒙頭第i篇第i牽のド我が灘教育の危機とガイ

ダンスの必要1で講じられている。そこでは「本

論の主欝麟は、買主主義の本質を改めて尋ね、そ

のいささかにでも深められた選解に基いて、ガイ

ダンスのよ鯵善き講露に資せんとするものである

が、先ず、窪ら昆主主義蟹と名乗る現代藝本の道

徳献1態と、馨本が羅醗椿勢の串に量かれている特

殊な立場を鑑みて、先ず、騰下の危機をはらむ現

実を毘祝しつつ、灘次開題の噺韓こ接近していき

たいと患う。」騰とし、教育捲導の醗究鑢板麺を示

すものであった鴛。

　ところが「畏主主義の｛窒質からみれば、たとい

羅家が先進嚢懸経界の長い経紀にわたる苦縫を通

してかちえた経験と業績との粋を集めて、その所

講豪商な遷懇を憲法や教育基本法に美しく轟げて

も、長類にわたって繋建的、反昆主的伝統の中に

生活して来た蟹提一入一人が、真に心の底から革

新され」鋪るまでにはいたつていな塾。

　第五羅と第六羅の牢善誘役蟹を果たした沢難と

宮坂との覇究上の交流1まわずかの共著の作業雛舞

認められない鰻．そのことから、やや連続性を案

証しにくいが、それぞれへのコンサルタントはウッ

ズ女史であ毎、濃霧、宮坂の方鈴の顔違とは薮言

できない。このことよ1ラも、第六騒は欝本の実践

を分稀の対象に据えていることである。その上で、

薪ガイダンス毒悪の評嚢」の輩で以下のように達

べている．

　「およそ新しい教育運勇は、どの嫌なものでも、

次の段繕をふむものである。　馨1その必要を認

識する。　に1）目的を設定する．　（ハ！実験をす

る。　（⇒試案を窪威する。　1ホ｝評癒をし酸害

する．ガイダンスも雍この一般譲の除外舞とはな

シラ得ない。

　然しわが蟹においては、ガイダンスが意識的に

取辱上げられ、最透の稗学の基礎の上に立って、

纏織的に、学校教畜の重要な嚢として取り上げら

れる様になったのは、戦後最近数年来のことであ

る。然も十分にその必要を癩慰しないうちに、急

激に輸入紹介せられ、従来全くわが縷の学校教育

になかったものとして受酵入れられた傾がある。

鎚ってその§的も確立せず、実験を十分におこなつ



鱒 橿鳥大学教官学藻論集纂灘号

て検討し簾える畷も少く、直ちに試案の韓絞乃至

機微にはい彗、繭遠の（二／の段繕に入ったうら

みが、多分にあるのではなかろうか．羅ち§下各

小、中、高等学校においては、ガイダンス計癒を

急速に作諺、それを実施している段欝といえよう。

ここに一般講雛上に、どの程度指導欝繧に到達し

たか評慰し、更に指導蔭檬察体にも験討を超える

必要が大である蓬密があると考える。

　ガイダンス書錘郵ま難擁に編密霧灘1鋒乍っても決

して完全を嬬する事はできない。又ガイダンスは

静的霧定離なものではない。元来ガイダンスが学

校教育に二十量紀に入って大きく取諺上げられる

様になったのは、一つは歓会の変髭が療馨である。

従って縫会の変態こ痒い、又生徒の必要、要求の発

生、新しいよ毎よい方法・捜術の発見と共に、窯然

ガイダンス舞霧は変化して鴛かねばな婁）ない。こ

こにも縫えず評嚢をしていく必要が生れて来る轡

　こうした認識を板庭にしていたこともあって披

講識1こ謬験する震嚢述導こ1まアメ写方のもので畢まなく蓑

本のものがはじめて多く篤いられ、その分癒にも

十分な綾討・指摘が簾えられている。

　たとえば．講習集録が提示している表響彗記）

の「ガイダンス講薩」三種をみてもわかる．この講

1藝は、高等学校のものであるが、舞えばホーム勘一

ムであればホームルームだけ、あるいは生徒集会

であれば生徒集会だげといった活動謙遜ではなく、

これまで驚鷲に扱われていた学年ごとの轄標や、

騒人・学級の指導誹幾、生経会、クラブ活嚢、お

よび地綾社会との麗孫や進鋒鵜題が当時の窪本で

のすすんだ状溌からつく辱あげら農ている。

　またガイダンス讃嚢の評懸の縫題から見ると、

その包抵性、継続性、協瞬姓を重視している岱と

りわ酵協懸盤においては指導欝繧や指導繋累の薮

集に、校長、教懸のみならず、生徒と父縁の参撫

のもとに実施されることをも詳懸の対象に擁えて

いる。

轡　特購教育活嚢・本一ム均一ム譲の特綴

　ところが、教育幾場の実態としてはいくつかの

難題漆葺あった。各祭力Σらの幸疑告をと辱まとめたも

i鱒鋒6鴛

のから見てみると、「本校の生活叢蓼導の中老・をホー

ムルームにしぼったことは決してまちがって隷騨

なかったが、その内容の取零上げ方については多

くの驚題をはらんでいた。そのホームルーム不振

の原霞を技衛貧懸という現象面でとらえていたこ

とで、内在する必然性においてとらえなかったこ

とである。どこに破らの集羅討議と共瞬思考の場

を見い鑛すのか、いな、それよ1穿も精鰭交流、仲

懇意識をつく辱上げる糸貸はどこに求めるか、ま

たどのような素；馨が懸纏高いものであるかが擾示

の方法と講時に第二の課題として前羅に浮き上がっ

た（東憲日輪。

　こうした集鑓討議や子ども癩覧の伸鷺意識の彫

威、そしてそのための懸纏の内容が教編の霞覚麟

な追究課題になってきた。醗らかに特購教育活動

の科学的な指導の譲遷が点検の対象になってきた。

その際、宮坂哲文は次のような整理と捲擬をおこ

なっている。

　「いっぱんに嚢虫な集懸活動であることを特質

としている。これは伝統的な教科教授にお塾ては．

穂己的｛露人離漣1動隷支甕5的であるのと村費二される。

　教麟と生徒とが直接鶴舞人的な接駿縫孫に入る。

そこには教科におけるような客観的な教材の棒浮

なく、さらには教材が教錘によって一方的にきめ

られることはなく、教睡が生後たちとの入簡約接

験をとおして、ともに追求すべき活動の内容を共

講できずきあげていく。つねに生活実践の流れを

講威してお弩、しかも共講生活の建設と推選夢）活

動であることを特質としている。この点慧教科に

示されている教責内容の綾織が、いっぱんになん

らかの俸系に畿粥された知識技能から成ってお喜）、

琴アルな生活そのものから擁象されているのが普

通であるのに酵髭される。戯絵や社会文化の動き

をきわめて敏感に反綾するという特質がある。こ

れは教科内容が伝統的に翼定免的領海を帯びて疑

るのと録箆される」蟹。そしてこうした特質が

「学校における教科外緩球の教育的薄霧戒のため

の指導瑳講の確立の必要を鞠語っている」鱗と運

べている。

　この捲摘はあくまでも教科教育との婦箆1こよる
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ものであるが、教科で学んだことや興味幾心を教

科外の霞嶽な生活嘆璽箋のなかで駆使することによっ

て本当の学力となむ、また教科界の嚢縷な集羅的

生活のなかから生まれた生活童欲や購題意識を土

台にして、教科教育への動機つけを生みだし、教

麟と生徒との窺密な大震翼係を学習の場に導入で

きるというように教稗指導の進展に寄与するもの

であるという、

　特騨教育活動の捲導§擦について窟坂は「至．

生経婆こ異土主義の生活のしかたを身萎こつけさせる。

2．生徒をいっそう嚢律醜にする。3．離縁とい

うことを教える。婆．学校に興糠をもたせる。5．

法と秩序との観念を生じさせる。δ．特殊な能力

を発展させる」雛。

　そのために、教麟と生徒の直接的な人難関係が

特磯教育活動の讐質になる。あらかビめ予定され

た教樗の学習によってはじめて人糞麗鎌が成立す

るのではなく、教麟1こよる子どもひと辱ひとりへ

の「人馨的関心」鵬を不藤欠な条牲としつつ、教

翻と子どもとの共羅の計蚕によってなしえて恥く

ものである。また、子ども蓬解の鰯嚢からとらえ

ると、集毯捲導が鍮弩やすい管理主義釣な鑓藏に

対して、子どもの立場からではない鐘律的な実践

をぬぐい去る必要がある。これまでにみたように、

髪導の機念は子どものなかに轡巳捲導を実現する

無鰻の警能盤の存窪に懸鍵をおく。したがって子

ども；構互の共購誕∫関｛系は教養糞垂毒｝らの蓬董接嚢餐な饑き

かけによって成立』するのではなく、教纏と子ども

との業縁縫係を媒介にして生ま蔑てくることへの

着露であった。このことによって、指導隷生活指

導実践がもつ教灘と子どもとの霞での支翫的な学

校秩淳や習難という形で存在している勢力を眼に

見える彫に浮かび上がらせていく営みとなる。

　なお、この時難遜分で捲導と援勘の縫係を見て

いく．とで不苺欠な事麟がある。それは道徳教育の

誰進である。載後の教育が道徳教育による人聡の

育成に十分な効果と弩懸をもち得なかった時に、

生活を通じて道徳の捲導音戒畢こは大きな意瞭があっ

たと確認されたのは注難に簸する。

　欝雅年ごろから再び道徳教育に春敬が力を淺い

できた。このころから教科教育だけでなく教科磐

活動のさまざまな生活の率で生徒を指導霧威して

いくことが重要擾され、生活を通じての遊徳教育

を提締する聾海が強くなった．このこととも密接

に瞬孫がある。本醗究では道徳教官の雄進に臠し

て、その実際に押し鐙される灘年代後半に改めて

論じることにしたい。

④　捲導と靉靆の分離

　『第5嚢教育捲導者講習集録盛の技衛偏重額病

からこうしたぎ第6鐡教育揚導者講習集録婁の醗

究は、それまでのガイダンス導入鱗を乗り越える

ものであった。では、本稿の聡心である指導と援

跡との驚孫がこういつた形態の変｛ヒにともなって

どのように変乾してくるのか、そして乗り越え方

を見てみることにする。

　まず、それまで捲導という露語が童識的に醸ん

じられたのは載時下にお謬る捲題一命令黒絞とし

ての揚導を払拭するやや主饒的精；神的な鷺題状溌

をもっていたが、教練が支援・共感など援跡釣指

導の自覚｛ヒを可能とする蓬論的局覆1を解醸するに

いたってきた。搬導が子どもの集懇に注がれるよ

うになって、積極的には無縫あるものへ方肉づけ

る指導と選類可能な振導をガイダンス譲から学び

と1｝継承しようとされたところに涯§すべき点が

あった。

　学校教育における生活指導実践にあって、詣導

に縫達する機念がおおってきたi範麟と重点におい

て、いくつかの灘違が見ら蕊る。それは子どもた

ちへの鱗きか1ナが民主的な縫会の発展法則をうち

に含みながら、教懸と子どもとの教育豹離係を構

築していくものであったためである。そのときに、

指導に麗達する援跡・支援・受容という覆念が教

麟と子どもとをつなぐ共織的幾熱をつく辱だす役

割や機能を蓬ってきた。このことを明確にしてお

く必要がある。その場合、特需教育活動（生徒会、

クラブ活動など／、ホームルームを中心に違べる

と、生活捲導藩究畢こお葬る獲麟機念の園有な位置

とその内容は次の観点から考察できる。

　まず第iに、指導と靉靆の縫孫があらわしてい
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るの慧、麟度としての捲導の展雛と鱗人的私的な

ものとしての援鷺毎の分離である。

　第2に、指導と援麟を共通に支えてきたものの

「ゆらぎ」、つま吟、生活指導観の転換である。

　第3には、生活捲導の形成と捲導・揺動の種鐙

が本格的に資本主義穀会の変化に糧み込まれはじ

めた点である。すでに、本羅究で飯説として資本

主義の段1塔との関係では、援励のあらわれ方はそ

の混迷難に構察する。つま鯵、どういう遜程を選1

じて援覇か嚢覚されてきたのかである。この点に

ついては、本醗究が継続して追究する事極である

が、捲導のもつ白蜜や禦遺糞を享受する権霧とそ

の指導を発見し発揮する（つく辱だす1擁i禰が蝶

障されていることを羨提にする。

　そのような特鶏教育活動の指導の発見一巻覚髭一

纏造姥一糧鍵の解鞘一新たな実践という一連の流

れを響能にする技術σ）灘癒裟おいて、縫来の詣導

観念では．条件や基盤の設定に不ナ分さがあった。

その結果．本来4）捲導から援跡が薦がれていき、

管遷としての指導が残っていった。捲導から支醗

麟管遷の撚嚢を取垂｝除いていくために、民主髭義

鶴原雛を捲導の形態や構造に統合していく作業が

「一一教締と蕪1々の子ども］の影ではおこなわれて

いたものの、学校や子ども集懸での霞治集懸の彫

戚には発展していなかった。その選塗として、捲

導が子どもとの離で何を確認しあえてきたのか。

そして、いかなる露盤と勇気を子どもたちに鉢得

させえたのかがあいまいだからである。教齢と子

どもたちが被会認識をわかちあい、それを蓬蓬し

確認してできあカ｛つたものオ虜捲導の発見である。

子どもと擁を共有し確認しあえていたのかは援勘

過程での産麹である．つまむ、子ども理解の過程

に援麟過程が盤還し、子どもを見いだすことと指

導とには異なった関係をもつと考える。

　指導の発見は子どもとの繊会いによってはじま

るが、現実の子どもの実態をあ淳のままの姿とし

て鍾置づけて振導が鐵発するものの、その現婁を

支えている歓会法難の解畷を瞬時におこなってい

るのではない。指導には学習や活動を通して具体

的な能力や技能を獲得させる営みと、なぜその営

i鱒5隼6力

みが必要なのかを鮭会の変化にそくして解明する

作業という二重の講造がある。関係盤を捉える捲

導には、入1欝幾孫を「緯かえる注視煮だけでなく、

室±会と人糞との翼｛系を追求しつつ大鷺縫｛系を「つ

くりだす葺視点がある。次章でくわしく展麗する

ことになるが、これらを法欝として貫徹したもの

が集懸づく弩であ弩その方法技衛体系である。生

経の実感と感動を呼び起こすものとして捲導に援

嚢むがi絡んでいる癖

　特震教育活動において、捲導が援雛を無嚢覚に

翼い麸んでしまっているという麗題を持つのは、

捲導を葬教麟と子どもの縫線の追求」としてとら

えることのできていない弱さに瑳われている．し

たがって、指導を鷺係としてとらえることは、援

動、およびそれに隣接する支援、共感、受容を教

育麟指導の要素としてこれらを験試するのみなら

ず、積極的にとらえ教縣が捲導を欝覚・発見して

いく遍羅の解瞬の灘面から追求することになる。

それは指導にお酵る「関係を持つこと」の瑳譲i鯵

解明を促すことになる。

　本章の萌芽難では捲導の建当化によって奪われ

た援麟の本質的瑳念とはこのことをさししめすと

思われる。捲導の窮9としてみていたものが、縫

会の諸変乾と窮諺敏したところでの子ども選解か

ら、桂会、文髭、経済の琶会の諸変化が子どもの

内露に浸透していくところがらとらえた子ども饗

解へとシフトしている。

3．空活綴方運動の纒承

ほ1　「ともに生きること葺の追求

　特購教育活動のなかで現実の子どもの様子が現

れてこなかったことが．その広籠麩で分数麟な教

育形態の醸雰を醸しだしていた。次に改めて験讃

する生活綴方は学綴経営、集羅指導のなかで子ど

もの生き方を浮き馨多辱にするものとして淫§され、

教育実1践は一転することになったと疑える。

　生活指導慧、戦羨の生活綴方教育、なかでも詑

方性教育の継承から今琶の生活捲導実践におよぶ

まで、「ともに生きる」という桂会的懸難の重要

｛窪を開題にしてきた。この講題摺握は、生活と文
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化の共瞬髭を、実践を通じて自覚朗に獲得する子

どもたちの成長と発達という灘嚢から次第につく

りあげようとするものであった搬。

　しかし、教育方法としての共隅活動が嚢動的に

「ともに生きるま｛懸鑓を生み鐵すように控握され

ていることが少なくない。そこでは、夢ともに生

きる雌という人縫的共購を実現する、その実践的

意縁づけが教育内容の視点から明確になっていな

いことと薦保している。捲導の§的や方法、内容

が文第化していなかったのである印生活綴方教育

運動の継承では、このドともに生きる」ことの鐙

握をめぐって、戦羨・戦後の生活指導実践が具体

的にいかなる遊蕩をたどむ、どのような教育的媒

介を通じて成立してきたのかを穣試してみたい。

その鰹、機ね、教育的蝶介を目的（いかなる社会

的癒纏の追求か〉、方法（学縁経営、とくに討議

のあ1）方など）、内容1生活認識、生活難牲、生

薯善ま支季糞の習奪尋）の穣彗薩1から分観すること轟こする。

　教書方法上、藁講概念が実践的な意味づけのな

かで破宣してくるのは、教責における子ども集懇

の承…惹という璽i吏にはごまる．すなわち、子ども

たちが集羅として存蔑することを、教＝膏実践の基

礎にすえることでもある。今蔭的な表現をすれば、

子どもの人格発達の縫合海翻癒が子ども耀互の棲

のつなが瞬こよって影絞・獲得さ趨ることへの探

求に結びついている。したがって、あくまでもこ

こで擾う共講凝念は、子どもたちが共麟行嚢を能

動麟に求める緩礎をとらえた．とで、人聡的共縦の

薄薙髪窪を冤選1した新たな活動をつく弩あげる蝶介

としての共瞬を意陳ずる。「とも1こ生きること」

をめざした指導と援跡の差異を見ていくことにし

たい。以下では、まず戦鋳の生活綴方教育、とく

に乾万難教育運動での中心麟実践家の諸譲から発

てみる．

　詫方性教育の中核にあった材懲俊太鄭はヂ共霧

の鱒題を共無茎で薯喪めると㌧嵩う生妻孟態度」欝として、

農法的集鐵の形畿を生活懸度と結びつ鞭ている。

被の実践記録罫学綴裁醤蓋では、掃除の時霧中に

学縁の近所のぐみの実を取鍛こいこうとした男子

とそれを注意した女子との翼に蓮こった事件を学

欝客年6欝

綴の靉靆として取弩あげて魏る。

　その学綴会（学綴霞治会／では罫ぐみもぎ事件

のもつ学綴的な友騰の潤題涯「一つの事件におけ

る動機と繕果葺ヂ共講生活着としての行為の幾覇

轡の3つをテーマとして、学綴でおこったさまざ

まな事件の共霧難置の講練と難治会の持ち方の講

練をねらっている。その学綴会で鈴本は、以下の

ように発言している。

　「ぐみもぎをはやした女たちの行ないについて

は、みんなどう考え直せばよいかわかっただろう。

特に女の方がたに考えてもらおう．つぎに男たち

のとった暴力が問題だ。　仲略1男は女に髭べて

力がある、なぐった琴泣かせた1）することはやさ

しい。そのやさしい暴力こそが、学級のまとま鞍

をこわし、友だちの心のつなが1ラをやぶるものだ鼎

もっと大きいところがら考えると馨本の遷のまと

ま辱をこわすような者毒こなるのだ1艶。

　内容としては女子たちグ〉男子への蓉頃の不満の

表現であったが、この事群の議し合いの§的の一

つ野業講生活者としての蕎為の擾搾獣は、学級で

の共羅生活考としての責任と駿1存の協霧の秩窪の

変革を生活遺程の影絞遜程に求めた。学綴で起こっ

た墨来事をヂ協鍵岩絵」の精神において解決しよ

うとしたのは、この精神を育てることが縫蜜の学

綴紐鴬観であ諺、子どもの簸みや喜びを集籔的感

構にとどめていたそれまでの綴方教育を観しよう

としていたためである．また、学縁の子どもたち

の生活の環境に着聾し、家庭の職業や就労状溌の

多様さ、そして家庭内での協舞舞業の不均等さが

学級に反験していることを捲導の手がか駿こした。

綾は、学績での諾し合いを通して、子どもたちの

糟糠的病体的解放という人聞的共講の性絡を提通

したのである。ここで教晦と子どもの笹置翼孫と

旛導の本質は共講をめぐる懸簸の共有や、講者グ）

主体観を纏鐵のあ写方を反駿1するといえる。

　このように、柱幽が「共1鎧を実践的オテゴ号一

として導き識した足ど辱を見てみると、家魔や地

域での社会縫係にみられる鵜縄伊、露と琶会との

かかわ瞬　と学級での霧治的集獲を志向した活嚢

としての鶉懸！交わ琴一入格麟交流／との講者の
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続合がある。

　これは生活の必然を教官の基本原麗として、子

どもの人格に茎ま会的穣癒蟹を発達させるために、菱議

し合い活動による共講の質を問うことによって、

業縁の麟造的懸穂のレベ勘を捲足したのである。

　その根礎として、第…に、詫方教畜が生活の必

然の解瞬を目指したことにある。季重経銭こよれば次

のことに露来する。

　算饗壁代の人縄硲生き方を反醸しているもので、

藝畜欝と不安な雛博驚喜こ生きて、モラ／レの喪失尋こ肇議む

人びとが生活水準と安定とを稗学的に探求しよう

とした絃果」鰭からである。凶！馨地帯の生活の不

安、遼諺つつある簾事｛嚢こよる農民の退廃姓の串

で、健癒な新し無業講生活考へと発達するいわば

「新しい入1馨のタイプを響塁遣する盤鍵こと善こあった。

生活、健駿の水準の織上を求める競走から共霧へ

の志鋳1がここに発られる。

　そして、第二に．綾のめざした「家庭の黒い重

窪にも、縫会の息づまる不安の諸現象にも雛土の

なまなましい理象にも耐えて、はねかえすだけの

不羈の童志力がほしい。どんな小さい事極でも、

飽くまでにごら癒爽選への喪心がほしい。そして、

この蓑毛・を・押し通す生著書醜｛實嚢藝も毒…呈しい。ふるき

人聡のタイプをすてて、弱るい協麟童舞への集羅

的鰻姓と、論えず進もうとする良心をもつ齪造的

生活績神と」擁であった。こういつたことの影絞

は、学縁にあってはヂ良心」の具体的な饑きであ

る「話し合斗弓に対等・平筆を旨とする共轟的性

格が約束されていたのである。

　第三に、学綴糞治会や学綴会が形骸死する原霞

に騰わって次のように捲摂している．「子ども簿

士の脇鶴§治’むを癖辱動かすことのないのは、綾

織の内懸的な交流が行われず、子どもの必然的に

その綴織を求めるものが是鞭ないから」隣であ

る。

　これは野読めない子ども」に形式的な議みを獲

得させるのではなく、読みを獲得するための共講

性において、さらに発展的な生活行動のため1こ必

要な綴織の問題と結びつけている。ここでの総織

化の特騒は、「低く惨めな東詑地帯の中に生きね

ばならぬ子ども教懸のr生き方遜の鶏題として

罫生活を生活で教える至（鈴木遵太／を教蕎の原雛

として、生活鶴に掘擁して実践行動を贔め」麟る

意鎌を持っている。

　しかしながら、材総締疑う「正しき磁働への散

兵意識婆翻で、現実からのみ導かれる晦体の志向

姓を正しい散兵の鞭でうち、鍛え、纏織し、再編

成しようとする遜程は、子ども魑人の生活経験を

再餐尊威1する意覇更での綴織イとであることに童主意しな

1ナればならない。なぜなら、生活の現実を凝観す

る子どもの態護：は、集馨としての生き方を追求す

る集羅愚考、集霧の共感にも寄与するものになっ

ている。あくまでも餐入が集霧紅聡わるところで

の、｛霧ノkの私糞勺な欲求や要求善書欝1題毒こなるという

ことが醗確ではなかった。それは、生命主義麟雛

溝と纏織麟協購とが擾；窪していたためである。

②　生活難姓と表総捲導

　鈴木遵太の「生活を生活で教える」という教費

の漂鐵を子どもたちの震銭麟行動紅発饗していく

には、子どもたちの生活知性への高揚が不響欠で

ある。誓い換えれば、厳しい生活竺労鱗によって

弱められた購体を、遵に生活の真実を発見する手

がか弩として被らの生活懸（震鋤への集羅的思

考によって、生活を生き抜く鴛牲の獲得にまで高

める必要がある。ここには表現の捲導があくまで

も集琶1ヂ）綴織｛とを｛達すと蓬解されねば“ならない。

　このことは、それまでの綴方教奮での表現捲導

のための生活捲導という考え方に殺して．「書く

ことまの本質的な意義を見いだした佐々木贔の所

議嚢こ｛衣撰すること誰ぜできる。

　まず佐々木は綴方の馨贔撹詳について、「実践

的で捲導姓を攫える撹評」のあ舞方を次の三つの

観点から遠べている。

　「（一1簿が素材に構歳されて興るのか一生活

全癒のうちからどの点だけが素馨に持ち来された

かにあって、むしろ生活霧体としての観点であ弩

褒場銭養の縫題である。　（二／キャッチされた

（溝戴1さ蕊た｝素読が簾馨｝に掻き鐵されて塾るか、

形象の跨線、表現力の嬢講概評がこの観葉である。
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礁三1｛乍晶今後の捲導点に騰わる観点で、作者の

生活欝体の指導もこの齪点で撹評されるし、鑑賞

文選、文話の選択、業縁乃至学年集懸として活発

なる概評活動も生徒講の糧互鐸購もこの観点で撹

評される辮。

　とくにいまここで問題寿こなるのは、この三つめ

の観点である。これは観入の認識が学綴集鑓のも

のとなることによって、主観的簸人的弓アサズム

に転秘していく遺程である。この点につ墾て、銭々

木は、生活を「人類釣遍去の一湧と将来へのすべ

ての契機を握っている文髭約具体的綻置ま欝とと

らえている。佐々木が聾材芳兵衛の「態綾：1ま意識

性であるゴことを強請しながら、子どもの馨贔が

いかに表現されて雛るのかよ弩も｛竃を表現1しょう

としているのかという子どもの懇懇を開題とし、

そこへの捲導の重要性を挙げている。生活意欲が

生活難性へと発展するため1こは、一人ひと1）の子

どもの額いや要求が購一の鋳銭を生きているすべ

ての大震に共選な籐いが内在していると摺握して

いる奪

　したがって、子どもたちの喜びや悲しみが生み

墨されてくる社会的穣礎を科学的に認識する目標

が大饗になるのである。これは鈴木遵太が舞と方

軟膏の記録壌の中で、集落ごとに学綴での纏を縫

織して、「盤序と共翩翻の学級集黙をつく葦｝あげ

る試みにも兇られ．るように喜びも悲しみも一つの

縫雰であると理解することによって、子どもたち

が講一の桂会的条群に立締する霧能牲を示してい

る。

　封建牲からの解放という意陳で、行動化への知

性を共講の生言養琵多慧姦こ定藩させようとした。嚢二方

教曹達麟を志した教麺たちが共講の凝念を規定し

た穣鎚として具体的に示しているのは、まさにさ

まざまな珪ヒ方的至難実の不健康奎生と嚢豪い文でヒ｛窪を認

識し克織していく生活難姓を備えた子どもたちを

育てることにあった。教麟と子どもとの共講生活

の経験を集霧の趨，総髭に｛立直づけたものの、子ど

もの嚢絵的集霧の形成が縫会的現実によってのみ

矯定されることを共瞬の中で捉えていたことが購

らかである。
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　以上のことから、畷秘籾難の生活綴方教育を縷

試することによって、次のような共購の麗建要霞

を導くことができる。すなわち、要瞬の麟提とし

てその特織慧、共選の馨糠をもち協臠して学習や

遊び、露治麟活動をする必然盤が子どもの集懸綴

織にいかに存在しているのかを認識することであ

る。その場合、子ども権互の籏のつなが穆を知的

癒麓のレベ庵でとらえることである。それは．鱗

きかけることがともに生活の海上を追求する行嚢

の契機とな軽、もう一方で、櫨手の申に嚢己をと

らえる警麹認識の契機となる性質をもつと考えら

れるからである。これらは村趨が野村から学んだ

薪協鶴窪治議｝達の継承に嶽来しているが、麟馨地

帯の縫合的生産驚係を還して人と入とが交わ弩難

きオ擁ナあうことと、教糞霧の搭導1票瑳の形成鉱毒毒の

共瞬的契機を窪覚的毒こ追求しようとしている。

　このように共講概念の絞立は、自然の状態とい

える子ども穣互の籔多きか酵を総．織する基礎である

可能態における協力、そして縫代や地銭盤を越え

た集懸幾孫において、地者を媒介にして窪己を鯵

重し、褻己の再認識をはかる点にあった。そして

この展雛は、集懸の中で窪己を確立する表現活動

をいかに具体イとするのオ㌔この遺程に示されるも

のである。縫会的諸矛鷹が恥かなる社会隣馨を通

じてあらわれているのか、それは、このことを璽

能な醸琴子どもが認識していくことと密接な羅係

にある。

　本来、生活綴方教官において生活講練を媒介と

する綾織髭の調練への藩§は、文化的琴ア1声ズム

の改革にあった。そのため、生活綴方運動紅みら

れる生活と文免の共瞬翼ヒの特綴絃、子どもと教縣

あるいは子どもと家族との婦等な縫孫をつくる指

導と集懸麟活動にお静る教締の嚢接麟な綾織的護

練の捲導という購造をもっていたといえる。

　生活を見つめさせることと子どもの成長・発達

を擬す懲きか轄の中に指導と援鋳の差異を見てい

くと、講等な関係をつくる懸人への援跡とそれを

繰瞳する集懸への指導の灘羅をあらためて異なっ

た購造であると認識しな捗ればならない。
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畿集懸の「必然涯への藩醤

　戦繭の支醗麟な教蕎において、生活捲導のみな

らず学習捲導の内容においても徳目的行為を璽に

よって教えようとした。それは、子どもたちにみ

ずからの行嚢の持つ文乾性や響動の懸鑓を選捉・

鞍簸する経織をあたえなかったためである。まさ

に子どもたちに対して、この懸絶を練琴上げる集

毯を無視してきたといえる。そのために戦後、生

活捲導実践は鯵ち早く集懸づく琴の計錘｛ヒにと辱

くんだ。

　上達した共羅凝念が戦後継承されるにあたって、

そのあ善様は詑方性教育の遺産（総題意識／の霞

覚髭を欝欝隼代後半までの生活綴方運動の内濠か

らではなく、集毯主義教官覇究の灘から追求され

た特籔をもっている。この点につ晒ては第三章で

購らかにしたいことであるが、ここに戦後、共講

の凝念が集霧の綴織乾．とを）わけ彗一ダー育疲と

討議の露題からはじ1めざるえない結果を生みだし

た。ある意味で、結譲から露って戦鳶の靴方盤教

育で築かれようとしていた統一体としての共瞬纏

念との落差から鐵発したといえる。これは無藩成

恭の紬びこ学綴壌以降、先に運べた二つの共縦

の灘露が靉靆に震離したことに起鬱して塾る。

　この時鱗にお診る一・つめの共講の性格を萌らか

にする上で、小西健二郎のぎ学綴革命垂の実践か

ら見ること毒ζ有効である。

　「子どもたちは、窪らの心にうち勝って学綴ボ

スを退治し、静かな『姦合い遮を機に、学縁柱会

を一変させました」灘というこの実践は、鱗人と

薬膳との翼孫を一定洗塾畿すものであった。正し

いことは窪しい、悪塾ことは悪騨と疑えない攀縁

全体の翼題を、ボス退治によって変革しようとし

た。纏と暴力によって権力を振舞かざしていた子

ども清一が学級の琴一ダーではなくボスであった

ことを摺握した教轟轟ノ郵灌は、驚きと露分の捲導の

いたらなさを表明し、学綴搭導の楼想を次のよう

にたてていく。

　まず、濤一の不亘を体交に書いてきた勝躯に

「勝てi勝て！勝郎。敵は溝…ではない。敵意お

繭の心の中にいるんだ。勇気を鐵せiほんものの

勇気をま鱒を作文捲導をする。しかしながらここ

でみられるのは、集露かち讐弩離されたり一ダー

勝嚢韓の存在と、集墾套奮闘題解決を麹人的嚢覚に頼っ

ている弱点がある。まさに、集懸に集懸としての

褻覚を教麿できなかった事案である。

　そして鞍は、反ボス勢力として動き鐡さない勝

露や教麟の§の纏iかないところにいる清一の餐人

的難題ではなく、学綴全体の縄題であ弩教蔀の指

導の根本であると考えている。縫会的講義やその

歪義が築かれてきた歴史を教えて難くことだけと

ってみると、継会の開題を子どもの現実の生活と

結びつけ、その生活を変えていくことができず、

学級集懸の生活に欝を講酵させようとした。しか

し、この場合の実践新誌合いの会」は、露己を語

ることによる心建的条件を追求するものであった。

すなわち、飽考の中に窪己を解消してしまう進徳

性の習得であった。ここには後に撰1舞されたよう

に、社会的諸方の協力的講秘が購懇されていたと

いえる。つま静「戦後の紳商づく蓬）の実践にあっ

ては、縫会的諸方の蜷立、抗争、統講という生活

講練の遜程は、　ぎ抗議豊協議墨　ゼ討議＝決定選と

いう講練詮独麹の遅論によって展縫されたのでは

なく、書きコトノ蔦こよる　ぎii雲合無血合意遷の論理

をとおして聡接的に展開されることになった」瞭

のである鼻この点については、小西窪身、議合い

となれば、すぐ馨のまえに友だちや先生がおむ、

露分の春為や考えを患った遵むしゃべることは書

く場合よ辱学綴に露密がなくてはならないという

懐遽からもわかる。この小藩の薬園の特質は縫会

鮪統麟（デューのの考え方から捲握することが

できる。

　では、「譲合い」から「討議」への実践の移行

がもたらす子ども集毯と教轟との薬膳の質はいか

なる視点から修正覆能なのだろうカ㌔第童に、教

簿が子どもを生活の協力者としての楚！置にとどめ

ず、かつ子ども楊互の共横縫係を§的記しないこ

とにある。第2に、集羅の窪芭発展を蓬う琴一ダー

の存蓬を響彗確毒こし、集懸の発展を集懇の嚢塞力的講

率翼や購絞妻護絹互の毛遷青的1木蚕在的承諏毒ことどめなも｝

ことである。
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　すでに遽べたように、集穣の共同1ま予定講秘的

に成長するもので慧なく、子どもたちの集態；から

必然的に生み鐵されてくる。ところが、薪ともに

生きる」とレ》うノk緯的懸講姦の追求オ｛以上の轟霧議を

通ビていかなる点で深められたのかは邊求の余地

がある。それはと辱わけ、子どもたちの生活の§

擦や意欲、そして懸纏の再生産や共有｛雛こみられ

る生きがいの溺題である。縫会離業霧の質1ま、そ

の共馨1行動を覆う子どもたちが獲得すべき妓籍や

知識、懸魑によって規定される。ところが縫方で、

いかに自己の存在i感を確認し、お簾1いを濤露な懸

人として承認しあうことのできる社会的縫係の案

現という翼題がある。討議が「語合い」と琶霧さ

れるの1ま、討議が集懇議1員の獲己表瑛1であり、真

実や真瑳、豊義の遺求の新たな察己運致を生み鐵

すからである．馨治的集懇において、成舞鱗々人

の協講・連帯縫懸慧、集羅内外の諸羅織と綾海離

されては存；窪しない。成員麹身がさまざまな餐で

絃びつきあっている綾織穏互の共1無縫｛系譜婁ある。

集嶽が業績馨：的性格をもつ嶽上、戚糞によって管

遷さ穀．る必要がある。

　かつて、「なんでも言える学綴」や鐘霧繕麟許

容蓬は子どもの要求・欲求を引き鐵す指導のあ暮

方や「解紋から媛律へ」の籔式の率でとらえられ

ていた。この場合、譲議の中心になったのは、

「猜結約許容きの指導を通じて彰なんでも繋える

学綴3を実現する集羅の変革とそこでの嚢己認議

の発達であった。方法i論的には、子どもたち§身

がみずから集懇を管鬱する馨曳管選！の縷彗雛iであっ

た。小醤実践の特徴1ま教睡と生経との縫熱に変化

があらわれる。ところが小西に認められていた援

勧の鍾置は綾の実践からだけでは鱗らかにするこ

とはできない。そこで小嚢と比較するために、本

来第3鵡で擾う秦誓である集蟹主義的生活振導と

の髭較から譲を展離する。なお、本羅究では、生

活綴方麟生活指導と集毯主義麟生活捲導ある観・は

魯翼づく辱と集懸づく鞭と“う珍つの流れ」や

「慧宣するも瞬というこれまでの錘史的整建に

は与しない。なぜなら、先にも達べたように指導

と援勤の関係はそれぞれの実践方法i論独嚢に区霧

ig総年6舞

ないし駿劉される性格をもっているためである。

　さて、集羅主義的生活振導を代表するのが大落

患絵のゼ核のいる学綴蓋である。ここでは、闘接

的な管理の機翼である欝1壷麟を取琴入れることに

よって、教輝の管遷権を子ども集羅に譲1）渡す試

みを鉄下のようにすすめている。

　まず、討議にお継て全員で決めたことは全員で

守ることを条件にして、取弩績みやすい決め事か

らはじめている。大藪1まぜ自習時羅を静かにする」

という要求をやりきった蔭藏とそ矛tに縫った学縁

を評慰する．生後にとってよシ｝露難な課題を通し

て．馨直の権威の確立をはかるために蓬議薮麟を

導入する。そこで馨直の絶対姓、集中性、戻主姓

を鞍らに教えようとした．また、毒トダーがり一

ダーたらしめる集懸のあ辱方を教えるために、纒

と集懸の縫係において集毯が琴一ダーを撹覇しき

る力量影戒の取諺総』みをおこなっている。この実

践綜学級での討議・決定や班長の自覚と、それを

支える学綴のあ弩方に共講幾係の特徴を示してい

る。すなわち教麟の管理権の移行、集懸が必要と

する快談・決定の疑主的勘一ル、藁履への責任を

負うり一ダーというように、羨簸で遽べた子ども

棲互の共講盤にかかわる集懇の必然を行為・行動

の原雛として位置づ諺て疑る韓／。

　ある嚢で、離簸の小蔭の議題とここで取転）あげ

た大嚢至の課題には、共講をつく舞あげる購籔とい

う点で異なっているかに見える。　しかし、嚢本縫

会が子どもたちに「支醗」として拡大しようとし

た「共1魂への対抗という意纒がみられる。

　宮籏哲文は「ひとりのよろこびをみんなのよろ

こびにというのもただ性急にみんなのよろこびや

かなしみをつくるのが目的ではなく、そのよろこ

びゃかなしみの質的醗陳をとおして難朗な｛覆霧嚢探

求と生活認識の深達があってこそその集毯的共感

であ酵、それは縁んらいあまい鯖緒主義などとい

うものとは次元をことにするものである」睦聾とい

う莞解を違べている。この発解と箆較して大西

の共瞬1化の内実は次のようにとらえることができ

る。つま辱、さきの大嚢の実践には．宮壌が人格

的嚢密から共岡釣縫係をおしすすめる方向をもつ
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のに比べて、集獲麟自治約統麟から共講的縫孫を

方梅づけて雛る。これは人格的懲震が縫会的集懸

麟必然（購綴／に蔑定され．ることに擾麹室がみられ

る。

纏！　2つの共講をめぐる統一の鷺題

　生葉嚢の必然力》ら導秀真れる経験の結びつきによっ

て生じる井溝の牲搭と、集鑓の必然によって形成

される共講の性格はみずから鷺霧できる。本来、

子ども縷々の経験は縫会的過程を遷して形成され

発展する。そうすると、学綴で影威される集毯的

共溝とは、社会的過程による経験の集合鉢である

と見ることオ§できる。鱗々ノ、の共羅と集霧の共瞬

とは薩驚され、かつ統一されねばならない。その

ため、集霧における共購の二重構造を解覇するこ

とが生活の共羅を弱らかにする鍵になると思われ

る。これを蟻的に示す鯛として蓬での誌合いと学

綴、斑と班との討議との区菱舞オまある。

　その際、この統一的控握に欠かせないのがヂと

もに学ぶ並という観点である。いうまでもなく、

「ともに学ぶこと」は子ども集霧を媒介してはじ

めて「ともに生きる」ことに発展する。ひとηで

に子ども鰻互の共瞬縫孫がうまれるのではなく、

彼らの欝麟意識麟な活動が基礎になる。講藝寺に

薪ともに生きる」こと自身が子ども集獲の発展を

うながすといえる。学ぶという行為には学ぶ婦象

を選ぶ能動姓が内包されて疑る。はじめ郵学ぶ」

対象の科学的選訳は教簿に委ねられる。　しかし共

講の稽益追求を契機として子ども欝身のもσ）にな

る。この選撰は社会を生き扱く生活主体としての

要求でもある。今麩の公教鷺における共講雑念の

変｛ヒに晃られるように、鍾会の隻鐡的状溌を反硬

して疑るものとして「ともに学ぶ」ことが存在し

ている（，

　筥坂は学級管攣釣立場、適慈指導約立場、集懇

主義的立場から三つの集翅観を示して誓・る繭。そ

れぞれは学綴の磐嚢豹秩序の確立とその内嚢｛ヒに

よる心獲麟統鱗を教懸が進めていく立場、解敏か

ら子どもの人鶴牲発現をうながし学校適応を進め

る立場、集懸構造の疑1主的な質的変革を通じて子

どもを集懸の壷人公に轟めていく立場である。こ

こ，で湛…欝できるの毒ま、憲坂力憲、　この三つめの立場

に臠して、子どもの「学級集懸のなかに騒本鮭会

の購造的歪みの反硬としてやどっているさまざま

な矛震ぐ驚題／を見つけだし、それを克服しよう

とする努力をとおして集霧構造そのものを質的に

変革させ、異土醜な集鑓をつねにあたらしくつく

を）だす遺程」騨であると燈寇していることである。

学級が学校の基礎的集懸であるためには、学綴海

藻の幾題を解決するのみならず、広く桂会と結び

ついた靉靆が集懸歳暴懇1こ内在している。このこ

とは、飽者とは異なった考え方や行嚢の弊立ちと

して、嚢己欝身の考え方や行勇の縫方を確立して

いくという蝶会のあ袴方を1論じているGつま毒、

生活捲導の疑主主義的な牲馨はここにその本質が

あ葦｝、学級の集毯撰進と縫会の購造的矛懸を重ね

てとらえることは集懸づく瞬こもっとも額著に示

されている。

　以、乞、みてきたおおよそ三つの時難藝分をもち

いて共講の機念の視煮から整理すると、それぞれ

異なった要素によって、子どもの共織行動による

生活主体の彫銭が権威されている。つま辱、詑方

姓教責では、蔑牽鍾主義麟艶握を克臆することから

はじま琴、現実の人糞縫係を新たにつく弩かえる

過程にお継て共薩を楚握していたといえる。

　戦後「新教育」と共購綴方教官が、未分化な蒔

銭穣こおいては、共i携行繋のための必然的な契機が

主体轆々人に内；窪しているととらえている．これ

はもうiつの要素として教嚢粟薄書饑き青玉け・捲導を

集鑓外部に設定するものである．最後に灘年代後

半からの集遜づく尊においては、先の2つの統一

的幾達でとらえられてきた壱しかし、ここには縫

会購造の分損の欝無という綴題があった．

　以上のような、共1講とはなにかという蒙舞議毒ま、

どうして藁縄が闘われて来るのかと》う幾麗なし

には存姦しえない。つま弩、その時々が、教育実

践と歓会変動との矯係が、簾舞なる転換難1こある

のかという分艇枠緩みである。これ。はたんに生活

と学習の業績銘が重要であるという提起だけでな

く、この重要性を根蓮づける社会醜状溌とのスタ
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ンスに示されていると考える。こ蕊は、なんのた

めに其凝するのかという視点が欠類した活動主義

的教畜方法の見直しを躰程にいれた分轡を換えて

いくためにも重要であろうむ生活綴方をみてみる

と、落章で遠べたように、援励を積極的な意練1こ

お継て野子どもの生活様式に染み込んだものを浮

き彫射にし、その変革を§的とするものであ陰、

本来捲導には援勘麟蜷懸が内在銘していると考え

られる。こういつた童舞奉で、この藝寺鱗、捲導にお

ける援勘の｛立置を意識イとすること1ま、指導と援鐡

のつなが辱を支える教護の教畜活動の「擁らぎ」

を必然的に生み鐵すものであったと誓える。とこ

ろがそのようにはならなかった。なぜなら生活指

導韓究の発展にとって、捲導と緩勤の欝係が資本

主義縫会の変化に左右されつつも、ともにこの縫

会をつく弩だし饒遣する教育技術であるとみると、

資本主義の段繕との関係では、援跡凝念のあらわ

れ方は社会の経済麟発展と身｝わけ企業管瑳縫会の

発展と瞬孫があるためである。そこで次に小集懇

瑳講の分析に移っていく。すでに、捲導と援麟の

縫係はその混遮や停滞の時難と穏翼翼撫にあるの

ではないだろうかとしてきたが、小集騒理議｝につ

いて集懇親と子どもの成長発達観とのつなが弩で

検討していきた疑。

　なお指導と靉靆が分離する遜程で、教縣1こよる

縫会を見通すことや子どもの現実の流雛鐵しとい

う作業が弱くなっていった。この事実がガイダン

ス計薩や戦後擁擬の生活振導実践に存姦したこと

がらしても、当鋳の構溌は今欝の生活指導講究に

おいておおきな教議として鐙かねばならないこと

だろう鱒。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（未完1

＜詫＞

〔i！沢蟹慶輔「懸盤指導の騒殿謹蓼生活指導のあ

　悔み選、婚57隼、小学館、P．8

121姶52年に都道癒難捲導蕊課長会議1ま生徒詣導

　挺盛の専任教諭を置くことができるように麟穫：

　上の改革がなされることを文藻・憲に練精した輩

　また、嚢本癒編心理学会が至9駿隼から鯵58年に

醜簿δ罵

　かけて3壌：にわたって、ゼ生経指導の専任捲当

　者としての旛導教護設置に臠する講額蓬を睡会

　に対しておこなっている。あわせて串学校、高

　等が稿での振導教諭養成案を発表している。

｛31客扱哲文・曽内常一「戦後にお謬る集醗捲導

　の穣討葺、表掲書ぎ生活指導のあゆみ嚢、P．鍵

塗　小鱗太郎・醒分一太癬編姓活綴方麟教畜力

　法書瞬治麟書、謄5§隼、登．58。本覇究に関わる

　離分を蟹分の整理1こならって違べると、生活綴

　方麟教官方法は、「現実を具体的につかませ、

　そこから真実をえ辱わ謬させることを大饗にす

　る喜タア茎タズムの方法・慧痩である。」「子どもた

　ちの発表瓢表現を大顎糞こする方法である。」「生

　活者としての子どもひと弩ひとりを講じ生活者

　である子どもたちの集羅の中に結びつけ、生き

　るということを中老・として、連帯的な気持を育

　てていく方法である。」（講上、P．8§～P．鰺7）

蒙　籏藤克三縮織びこ学校から擁を学ぶか垂、

　青銅率土、i§5翌年、P．焉§

㊨　海後宗猿夢生活旛導鵜絞立並ぎ生活指導のあ

　強み垂、小学館、欝57年、P、5

塗　飯本昇一『生後指導の争点書、教育雛発醗究

　縛、欝欝年、P、2§～貸．2§

18！時難琶分についていくつかの講者がいるが、

　ここでは指導凝念の転換に重点を置いているこ

　とカ、らこのような区分にしている。文離婁玄せ渓

　鷺教育懸体、生活綴方・伸鷺づく諺対集麩づく

　りとの録立ととらえな雛。それ．はこのような区

　分で確ま指導と援麟の関係力ご鱗確にされないヵΣら

　である。その理醗は、それぞれがもつ支醗文化

　6〉鷺題である。筆者1ま指導文化と援勘文覚とし

　て劉の漸で譲むている。

麟　露Fしについてその全体像は必ずしも溺確で

　はないが、このシリーズは25藻謁欝からなる。

鯵　紹秘三蓋年慶教蕎搬導者講響会編ゼ第互懸教

　育指導者講習藩究集録一教官指導（蠣聡FL、i

　95蓼奪、序文

1鐙　 講繭掲、P．8｛》

籔き　鶴鳶彗掲、P．7§

鱒　　ゼ緒書達曙秘二五年度教育捲導者講習会編
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　蓼第六掻教脊振導者講習覆究集録一教蕎指導！2憲

　憂欝L、i偽i年

　　講麟揚、P、2

（類　その際、ウッズ（｛謝、療i服艶雛，WOo6麟が

　示した方イダンスの基本的諸療麟とは、！繋経験

　が、遍去において、人類のために、貯蔵したと

　ころのすべての叡知は、すべての新しき縫代の

　最善が為し遂げられんために、舞霧されるべき

　である。（2！すべての懸人1ま、彼が覆する縫会の

　文明と福鮭とのために、重要性を持つ。敵に、

　麟すべての懸人は、概縫の串の最も勝れたる精

　神の所有者の最善の経験と、思索とオぜ、懸人の

　家縫や、社会生活のための最高の発達に導くと

　鱈ずるところの捲導が與えられるべきである。ユ

　その場合に、数表1略／満廷な生活を獲得するた

　めの搬導について、健全にして窮確な捲導と根

　談を罵意すべきである」というものである。こ

　うした嚢が鉄筆の譲文権威（欝次／に承されて

　いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一㎜一　　　　　　　　　第　一　編

　　　　　　ガイダンスの基本概念と漂還

第一一章　蔑主主義と方イダンス

　　　　i　我が匿教育の亀機とガイダンスの必要

　　　2　ガイダンスと良主主義の本質

疑主主義と具現としてのガイダンス

疑主主義の本震とヒューマニズム

喪主主義の本質と翼然法

喪主主義にお診る撫蝉主義と縫鱒主義

喪主主義の本震と宗教

i　　　畦．捲導の紛織運営上の諸灘選　　　　櫛　全校麟詣導責紐

　　　　②　捲導における務力の必要
i　　（3！鵜糠こ指導講の弾搬

i第懸章穿，獲麟野要

　　　　　一道徳捲導1こ就いて

　　　はしがき

　　　墨．牲賂の形成

　　　　　　新しい議官饒i
l　　　②　学　　響
1　　　馨　叡　　知
1　　　　曝　縫箔形歳
｝
…　　2、最盛の彫威
i　　ゆ殺し㌧蟻徳観
ヨ

l　　　l21懸纏
　　　　（3！　道徳轟無精率牢≦簿嚢錘嚢莚

　　　　　　贔牲の影歳

　　　3．指導
　　　　縫｝指導の本質1
1　　　　麟　贔雛形滅と捲導
ト

l　　　　l31遵徳指導の方法

1　　　幡　むすび

3
蓋
ユ
伊
3

　　　3　ガイダンスと教鳶餐の教養
第二二章　 手暴導ダ〉本質と機能

“鈴「

縺
m
、
③
、
曜
麟
揚

　
　
　
　
　
章

　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
　
第

語　　　　義

教奢との懸孫

本　　　　質

護　　　　駿

機　　　　能

揚導の方法漂選

韓　叢導の必要の普遍性

鱒蟹人差へ分適絡

噺　詣導添醗の競合牲

麟　振導の発展姓

馨　資料の駿集の秘学獲

麟　指導秀法の金運姓

里指導の必要の普遍盤と嚢人差への適癒

2指導活動の統合盤と発露鑑

3　資料の彗翼集の科学牲と捲導方法の合ヨi墾鮭

鱒　麟掲、『第六羅教育鮨導者講習覆究集録一教

　青鬚導②遜、野、2

！鵡　　「私が宮坂教授と鶴人離接鮭をもった機会は

　そう多くない。その簸構は、紹藤二藍隼の獲憲

　しび）教官指導斑の主任講続の後任を引き受けて

　いただいた縛ではなかったと思う。私が三カ月

　の米欝彗鐵張オ～ら帰鬱したとき、嚢聖書館の難事窒

　を会場としていたワークシ葺ップにお擾きいた

　だいたことをおぼえている。このころから講じ

　鎮域の覆究に謎事するようになったので、小学

　館のζ生活詣導のあ悔み遜や麟土柱のゼ生活指

　導漂の鷺行では、共編者としてご一緒にしごと

　をする機会に葱まれた．しかし私の欝心は寿ウ

　ンセ鯵ングの醗究に海かうようになったので、

　その後は羅究の藤でお議しする機会は窪然にな

　くなった。雛誉浅農毯地霧集参宮鍍誓文教授追

　緯録垂、欝65奪、費、鎗

瞼　繭掲、ゼ第六翼教育指導者講醤講究集録一教

　育捲導／2悪、P、欝i

　　岡薦掲、所駁

　　繭講書、ぎ生活鮨導のあゆみ垂、費．i5

　　宮坂哲文『新訂　特劉教育活動一その廉吏と

　瑳毒雛、明治慰書、i§豹奪、P．謁～聲、3i

麟

鱒

縫
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韓21　1舞蓑龜掲、　菱〉．3i

123！瞬上

卿　宮坂哲文ゼ生活揚導茎、朝倉書籍、欝薩年、

　P．2鎗

縫　今馨、学綴での集懸生活になじめない子ども

　たちが増撫し、登校捲否や不登校、集懸生活へ

　の不適慈ないし適応遍羅として現われている摯

　こういつた事象の背景にはギともに生きることま

　を子どもたちが集霧の中で祭造態に追求できず、

　授業や仲鷺縫係にお魏て子どもの逡罫が擬塞状

　溌にあるためである。こうした状溌紅おいて諜

　題になるのは、集懸の中で騒人として自立する

　とともに鰹者と共講ずるちからを子どもたちに

　育てることにある．

無　　「学綴蓋甥」影響毒俊太鄭著舞集第三老耄簸

　本作文の会翻野．婚6　奪合墨蔽　欝§8奪、（鎮

　下罫著鐸集垂と略す〉

鶴　講蕪鶴、P．i盤

醸　隅繭掲、診．2総

12蓑　　「ゼ生き方里　に弩冬睾ナる芸徳性と環境壅塞」罫著｛乍

　集第二巻匪、P．鴛§

麟　瞬上

騰　薦講書．ぎ著舞集第三巻選、野．紛2

綴　購薦握、「教室実紀を高める綴方」ゼ著作集第

　三養違、費．纏

縫　前掲書、裁方の蟹語数費運動3罫著作集第二

　灘、費．55

鯉　講鶴掲、「生活綴方の新しい努力」ぎ著聾集第

　二巻匪、P、錘2

縫　佐々木島「鐸贔概評に対する三つの観点涯

　ゼ裁方教育董鱒号、鯵33隼亙月、裁方教脊柱、

　P．窪§～P．5（｝

縛　佐々木録「指導の特殊性蓬ぎ北方教育匪㌶号、

　嬉33隼8羅、龍方教青蛙、2、6

醗　鈴本遵太ド詑方教編の誕録」謬鈴木遵太著作

　選珪、§琴治穰書、婚箆年、P．鐙8
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